






























































































































































































































































































































































している、 ということが出来るであろう。 このような立場に立つ時、 ここで
示されているpaScimekalepaScimesamayeという説示は、現実に即した
時、現実を越えたある時、 という両方の意味を具えていると見ることが出来る
であろう。すなわちそれは、五つの五百歳というような限定した数について、
とやかくと拘泥するものではないようであるから、釈尊の滅度が紀元前何年で
あり、今の佛教学が掲げている佛滅年代によっては鎌倉の時代は末法ではない、
というような議論は不要なものであろうと思われる。尚、何故、後五百歳とい
(58）
如来滅後後五百歳始考(望月）
う言葉が使われたかについては未だ検討を加えないでいる。
注
(1)31-bは大正大蔵経第九巻の、201はWogiharaandTsuchida本の頁数である。
（2）布施浩岳『法華経成立史』本田義英『法華経論』等
（3）尚、 この言葉の前において「如来滅後」という言葉が、妙法華経においては二
度にわたって示されているが、正・梵法華経には該当する言葉を見出しえなかっ
た。
（4）迦施延への授記で偶のところでは、ただnirvrtgnamとなされている。
（5）この箇所は大正･34-bの1･5．9･13で、梵文法華経では216．218･219で
ある。
（6）松溺誠廉等訳r法華経Ⅱ』（203)の訳によった。尚、岩本裕訳の『法華経下』
には「最後の時・最後の機会」 （207）と訳されている。
（7）鈴木学術財団刊『梵和大辞典』 （693,750）参照。
（8）大正大蔵経第二十五巻65-b｡「天竺説二時名-有二二種一・一名二迦羅一・二名二三摩
耶_」として、 さまざま説明が加えられている。
(59）
